12. KCl : I系における局在励起子の緩和状態(京都大学理学部物理学第1教室,修士論文アブストラクト(1981年度)) by 東村, 武則
Title12. KCl : I系における局在励起子の緩和状態(京都大学理学部物理学第1教室,修士論文アブストラクト(1981年度))
Author(s)東村, 武則














東 村 武 則
KCl:Ⅰの局在励起子吸収帯を液体窒素温度で光励起すると3本の発光帯が観測される｡こ
のうち2.26eVにピークを持っBG発光は,孤立した I~ィォン(r モノマー )とその隣 り
q)Cl~ィォン上に局在した,2中心型の緩和励起子からの発光である｡最近,液体-リウム温


































菱 川 善 博
アルカリ/､ライ ド等の母体中に ドー プされたMnO4イオンは,可視域 (4000- 6000A)に
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図1. 可視吸収スペクトル
図中の縦線はAr+ィォンレー ザーの発振線の波長を示す｡
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